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国
民
が
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
し
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
、
地
方
行
政
の
役
割
の

重
要
性
が
着
目
さ
れ
、
国
と
地
方
の
役

割
分
担
や
国
の
関
与
の
在
り
方
に
つ
い

て
見
直
し
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
体

制
の
整
備
や
確
立
を
図
る
た
め
、
地
方

へ
の
分
権
化
が
本
格
化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
が
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
住
民
の
要

望
を
的
確
に
把
握
し
、
行
政
を
運
営
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
第
５

２３

次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、「
緑
と
清

流
の
ま
ち
、
ゆ
と
り
を
楽
し
む　

き
ら

め
く
松
田
」
の
実
現
に
向
け
、
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏

ま
え
、
よ
り
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運

営
の
確
立
や
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る

な
ど
、
今
後
も
不
断
に
行
政
改
革
へ
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
内
外
の
厳
し
い
社
会
経
済

情
勢
の
中
で
、
行
財
政
改
革
を
最
重
要

施
策
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
昭
和　

年
６２

に
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
て
以
来
、

平
成
９
年
に
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
、

平
成　

年
に
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
を

１８

策
定
し
、
３
回
に
及
ぶ
行
政
改
革
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
先
の
第
三
次
行
政

改
革
大
綱
で
は
、
行
政
の
公
平
性
・
効

率
性
の
追
求
、
町
民
と
行
政
の
協
働
な

ど
を
基
本
と
し
て
、
仕
事
、
職
員
、
組

織
と
三
つ
の
視
点
か
ら
、
改
革
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成　

年
度

２０

に
は
、
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
を
見
直

し
、
改
訂
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
を
定

め
、
推
進
期
間
を
松
田
町
総
合
計
画　
２１

（
平
成　

年
度
で
計
画
終
了
）
に
あ
わ

２２

せ
て
延
伸
し
ま
し
た
。
改
訂
大
綱
で
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
営
感
覚
に

立
脚
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
す

る
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
改
訂
第
三

次
行
政
改
革
大
綱
は
推
進
期
間
が
平
成

　

年
度
ま
で
で
あ
り
、
引
き
続
き
行
政

２２改
革
に
取
り
組
む
た
め
、
新
た
に
第
５

次
総
合
計
画
に
定
め
る
将
来
像
の
実
現

に
向
け
、
行
財
政
改
革
の
積
極
的
な
推

進
を
目
指
す
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
で
は
、
事
業

な
ど
に
か
か
る
費
用
の
削
減
な
ど
が
注

目
さ
れ
、
結
果
的
に
は
事
業
経
費
な
ど

を
削
減
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
定
量
的
な
考
え

方
に
よ
る
改
革
だ
け
が
、
行
政
改
革
の

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
行
政
改
革
は
、
こ
れ
ら

に
加
え
、
松
田
町
の
特
性
に
あ
わ
せ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
何
で
あ
る
か
を
把
握

し
、
町
民
の
要
望
に
よ
り
適
切
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
事
業
を
展
開
す
る
な

ど
、
事
業
の
必
要
性
を
評
価
し
、
選
択

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

の
中
で
は
、
行
政
だ
け
が
事
業
を
行
う

の
で
は
な
く
、
町
民
が
積
極
的
に
参
加

し
、
協
働
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
大
綱
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
行
政

改
革
推
進
本
部
が
中
心
と
な
り
、
す
べ

て
の
職
員
が
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

改
革
の
趣
旨
や
必
要
性
の
徹
底
を
図
り
、

実
施
の
た
め
に
必
要
な
調
整
や
進
行
管

理
を
行
い
、
各
改
革
項
目
を
見
直
し
な

が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
実
施

状
況
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
通
じ
て
、
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
反
映
さ
せ
な

が
ら
、
改
革
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

推
進
期
間
は
、
第
５
次
総
合
計
画
の

前
期
計
画
に
併
せ
て
、
平
成　

年
度
か

２３

ら
平
成　

年
度
ま
で
と
し
ま
す
。
ま
た
、

２６

推
進
期
間
中
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
基
本
方
針
な

ど
に
係
る
大
き
な
見
直
し
や
新
た
な
行

政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
改
革
の
修

正
が
必
要
な
と
き
は
、
改
定
を
行
う
も

の
と
し
ま
す
。

　

第
４
次
行
政
改
革
で
は
、
次
の
３
つ

を
基
本
方
針
と
し
て
、　

項
目
を
主
要

２０

施
策
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
各
証
明
書
発
行
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
見
直
し
、
窓
口
に
お
け
る

情
報
共
有
体
制
の
強
化
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

化
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
広
聴

や
女
性
委
員
の
活
用
推
進
や
民
間
活
力

の
導
入
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
の
自
立
し
た
行
政
運
営
の
推
進
で

は
、
行
政
体
制
の
整
備
と
し
て
事
務
事

業
、
組
織
や
勤
務
体
制
な
ど
の
見
直
し

を
実
施
し
、
よ
り
合
理
的
な
行
政
運
営

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
第
二
次
定
員

適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
数
を
管

理
す
る
こ
と
に
加
え
、
職
員
研
修
な
ど

に
よ
る
人
材
育
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
他
市
町
村
と
の
広
域
連
携
に
よ

る
事
業
の
効
率
的
な
運
営
も
図
り
ま
す
。

　

最
後
の
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立

で
は
、
財
政
収
支
の
均
衡
維
持
を
念
頭

に
置
い
て
、
町
有
財
産
の
効
率
的
な
運

用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
安
定

し
た
税
財
源
の
確
保
と
し
て
、
税
や
使

用
料
等
は
、
未
収
金
対
策
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
使
用
料
金
を
見
直
し
、
計

画
的
な
運
営
管
理
に
努
め
ま
す
。
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　町では、地方分権や町民の要望に対する的確な対応と、行財政運営の
健全化を図るため、平成２３年３月に松田町第４次行政改革大綱やその実
施計画を策定しました。この大綱は、平成２２年度までを推進期間とした
（改訂）第三次行政改革大綱などに引き続き、町の推進する行政改革に
ついて新たに定めたものになります。本号では、この大綱などの内容を
お知らせします。　　　　　　　　【問合せ】庶務課庶務係　�（８３）１２２１

■　第三次行政改革の主な取組

１　仕事の改革
　物件費の削減や証明書発行手数料
等の見直しを実施しました。また、
補助金や交付金などの見直し、道路
占用料などを新設しました。一方で、
公共施設の管理運営に指定管理者制
度を導入し、現在では２８施設が指定
管理者によって運営されています。

２　職員の改革
　職員の給与についての見直しでは、
地域手当（基本給の１０％）を段階的
に廃止しました。また、管理職手当
は定率制から定額制に移行し、給与
の適正化に取り組みました。
　職員数については、定員適正化計
画を策定し、職員数の削減に努めま
した。その結果、平成１８年度当初で
１２３人の職員数は、平成２３年度当初で
は、１１２人（計画）になりました。

３　組織の改革
　組織、機構の見直しとして、２回
の機構改革（平成１９年度当初と平成
２２年度当初）を実施しました。平成
１８年度は３部１０課２７班の体制でした
が、部制の廃止、課等の再編などで、
現在は７課２３係になりました。また、
課長代理、係長など、新たな職を設
置しました。

■
行
政
改
革
は

■
策
定
の
趣
旨
は

■
こ
れ
か
ら
の
改
革
は

■
推
進
期
間
は

■
主
要
施
策
は

■　主要施策
窓口事務等の改善１
ＷＥＢを活用したサービスの充実２
情報化の推進３
情報セキュリティ対策の強化４
広聴の推進５
各種委員会等に対する町民参加の促進６
指定管理者制度の活用７
民間企業等を活用した委託業務の推進８
事務事業の見直し９
組織、機構の見直し１０
勤務体制の見直し１１
事務決裁等の合理化１２
職員数の管理１３
職員研修の充実化１４
職員人事交流の活性化１５
広域連携の推進１６
財政収支の均衡維持１７
財産の活用、処分１８
税、使用料等の見直し１９
行政財産に係る目的外使用料等の運用２０

■　基本方針
　
�町民ニーズに対応した
　行政サービスの提供
　
�自立した行政運営の推進
　
�安定した財政基盤の確立
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要要要要要要要要要要
望望望望望望望望望望
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地
方
分
権
と
町
民
要
望
に
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応応応応応応応応応応
でででででででででで
きききききききききき
るるるるるるるるるる
よよよよよよよよよよ
うううううううううう
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対
応
で
き
る
よ
う
に

第第第第第第第第第第
５５５５５５５５５５
次次次次次次次次次次
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計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画
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第
５
次
総
合
計
画
の

実実実実実実実実実実
現現現現現現現現現現
にににににににににに
向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけ
てててててててててて

　　　　　　　　　
実
現
に
向
け
て

費費費費費費費費費費
用用用用用用用用用用
削削削削削削削削削削
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だだだだだだだだだだ
けけけけけけけけけけ
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費
用
削
減
だ
け
で
は
な
く

質質質質質質質質質質
のののののののののの
高高高高高高高高高高
いいいいいいいいいい
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ーーーーーーーーーー
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スススススススススス
をををををををををを

　　　
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
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成成成成成成成成成成

　
平
成　

年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度
かかかかかかかかかか
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年
度
か
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展
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